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クレア派遣から遡ること3年前、私は大好きな映画に
触発されてバケットリスト（死ぬまでにやりたい100の
こと）を作りました。何気なく「海外で生活する」と書
いたその項目に、まさか自分でチェックを入れる日が来
るとは思いもしませんでした。

マイノリティとして見えたこと
ニューヨーク事務所への着任後、最初に掲げた目標は

この国で100人の友達を作ることでした。職場以外の場
を出来るだけ訪ねるようにし、昼はホームレスやDV被
害者の緊急避難先となっているシェルターでボランティ
アをしたり、市立図書館の無料語学レッスンに通ったり、
夜はバーやクラブ、ライブハウスに出かけたりして、国籍・
人種・年齢・性別・職業・信条を問わずあらゆる人と話
しました。その結果、多くの友人に恵まれました。
 こうした出会いの中で、心の奥まで通じ合えたのは、

メインストリームに属さない人々でした。夢を抱いて渡っ
てきた、あるいは母国の戦火や貧困から逃れてきた、中
南米、アジア、西ヨーロッパ、アフリカ出身の移民たち
です。当然のことながら、私自身もこの国では移民であり、
日本から出て初めてマイノリティとして、また、差別を
受ける側として、彼ら同様に社会的に弱い立場に直面す
る経験もしました。そうした体験は私の心に深く刻まれ、

彼らがどのような思いでここに暮らし、どのように生き
ようとしているのかを知るきっかけとなりました。

外国人住民を受け入れる立場として
帰任後に配属された所属で多文化共生を担当する立場

からお話しすると、仕事で得た知見もさることながら、
前述のような生活の中で得た経験が実務や施策設計に生
きていると強く感じています。労働力不足などを背景に
日本各地で外国人が増える中、母国を離れて生活が不安
定な状況の中で働き生活する人たちが少しでも暮らしや
すくなるよう、今年度から日本語教育、生活相談、異文
化理解、多言語情報発信、交流イベントを柱としたプロ
ジェクトを立ち上げました。このプロジェクトは、異国
で「外国人住民」として過ごした2年間の経験が礎になっ
ており、彼らへの敬意を込めて「ともだちプロジェクト」
と名付けました。外国人と日本人が互いに助け合いなが
ら共に生きやすいまちをつくるため、クレア卒業生の皆
さんも共に地域で頑張りましょう。

海外事務所で経験を積む 
後輩へのメッセージ
海外での生活は、仕事で得るスキルもさることながら、

人との出会いが自分を変えます。現地の人々に耳を傾け、
職場外の場にも足を運び、異なる背景を持つ人たちと関
係を築いてください。言葉や文化の違いに戸惑うことも
あると思いますが、その戸惑いこそが理解の入口になる
と思っています。帰任後に自分の経験が政策、施策に生
きる瞬間を、ぜひ味わってほしいと願っています。

外国人住民として過ごした２年間
大分県大分市企画部国際課　光永　靖彦

筆者（左）、ロシア
からの移民（右）
バイト先のファスト
フード店に遊びに行
くと、食事をごちそ
うしてくれました。
彼の夢は、この地で
プログラマーとして
世界を驚かせるプロ
ダクトを世に送り出
すことです。

プロフィール・ほか
●クレア在籍時
　2022年 4月～2023年 3月　交流支援部経済交流課
　2023年 4月～2025年 3月　ニューヨーク事務所


